
 

 

 

 

 10 月 25 日（水）を基準日として実施した学力定着状況確認問題について、各学校においては自

校採点結果を基に、課題克服に向けた取組を推進していただいていることと思います。 

 本号では、県全体の状況から分かる特徴的な成果や課題について御紹介します。なお、県全体の

詳細な結果については、義務教育課Ｗｅｂページに掲載していますので御確認ください。 

■ 各教科の結果より 

 

 全体として、基礎的な内容を問う問題については、概ね成果や改善傾向が見られました。 

 国語では、当該学年までに学習する漢字を正しく読むことについて、どの学年も高い正答率であ

り、成果が見られます。また、中学１年では、話し合いのテーマや方向性を捉えて的確に話したり、

相手の意見を聞いたりすることについて、正答率が86.2％でした。 

 算数では、7.38－3.8 のように末尾の位が揃っていない小数の計算において、小学６年の正答率

が82.5％であり、平成24 年度の全国学力・学習状況調査以来、継続的な課題であった内容に改善

が見られました。各学校の徹底した指導の成果により、中学１年で出題された同様の問題において

も、高い正答率となっています。 

 

 国語では、今年度の全国学力・学習状況調査で出題された複数の条件に従って文章を書く問題「緑

のカーテン作りへの協力のお願い」（正答率：国33.0％、県35.3％）の改善状況や他学年における

状況を確認するための内容を出題しました。正答率は小学５年で25.7％、小学６年で17.5％であり、

課題が見られました。 

 算数・数学では、小学３・４年で基準量を求める問題、小学５年で基準量と比較量の関係を判断

する問題、中学１・２年で基準量を求める問題を出題しました。どの学年においても、低い正答率

となっており、割合に関する問題が小・中学校ともに依然として課題となっています。 

 理科では、小学５年で正しい方位磁針の使い方について、正答率が34.2％となり、過去の全国学

力・学習状況調査で出題された虫眼鏡や顕微鏡、方位磁針の操作など、基本的な器具の操作方法や

その名称については、課題改善に至っていません。 

 

 

 

 学力定着状況確認問題では、これまでの全国学力・学習状況

調査で課題となった内容とのつながりを意識した出題や質問紙

調査を行っています。再度、全国学力・学習状況調査の問題と

類似した出題について改善状況を確認したり、いくつかの設問

について焦点化した誤答分析を行ったりすることにより、全校

体制での授業改善や学力向上に向けた取組がどのような成果に

つながったかを検証することが大切です。 
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＜課題が見られる内容＞ 

※ その他の成果と課題については「平成29年度山口県学力定着状況確認問題結果について」（義務教育課Ｗｅｂ 

 ページ）に詳しく掲載していますので、ぜひ御確認ください。 

＜成果や改善傾向が見られる内容＞ 



 学力向上に関する資料を一覧でまとめているほか、全国
学力・学習状況調査や学力定着状況確認問題の結果や分析
内容も掲載しています。 

 また、これまで発刊した「やまぐちっ子学力向上だより」
も掲載していますので、授業づくりや校内研修等の資料と
してぜひ御活用ください。 

■ 児童生徒質問紙調査より 

①課題について追求し続ける児童生徒ほど正答率が高い 

  質問紙項目「授業の中で分からないことがあったら、どうすることが多いですか」と正答率と 

 の相関関係を見ると、「授業が終わってから先生に尋ねる」「自分で調べる」と回答した児童生 

 徒の正答率が、他と比べて高い傾向が見られます。  

②授業の内容がよくわかると回答した児童生徒の割合が昨年より高くなっている 

  質問紙項目「各教科について、授業の内容がよく分かる」について、「当てはまる」「どちら 

 かといえば当てはまる」という肯定的な回答をした児童生徒の割合は、学年や教科によって差は 

 あるものの、小・中学校ともに全体的にみると増加しています。 
 

 ①から、じっくり課題に向き合うことが、学力の定着には大切であることが分かります。課題に

ついて追求し続ける児童生徒の育成のために、一人ひとりの学力をしっかり把握し、単に答えや解

法を教えるのではなく、児童生徒が学習の過程を大切にして、与えられた課題を自らの力で最後ま

で解くことができるよう、必要に応じた指導や支援を行うことが大切です。 

 ②から、各学校における授業改善の取組の成果が表れていることが分かります。しかしながら、

各授業において授業が分からないというサインを送っている児童生徒がいることも事実です。この

ような児童生徒の分かる喜びやできる楽しさを育むためにも、授業改善をさらに推進していくこと

が大切です。 
 

■ 今年度を振り返り、来年度につなげる準備をお願いします 

 今年度も残りわずかとなりました。学力定着状況確認問題の結果分析から見えてきた課題を課題

のまま終わらせることのないよう、当該学年までに身に付けておかなければならない学習内容につ

いて確実に定着させるために、「やまぐちっ子学習プリント」「課題克服ジャンプアッププリント」

等を有効に御活用ください。 

 また、県教委では、４月から各学校の課題に応じた学力向上に関する取組の推進をお願いしてき

ました。誤答分析を通した児童生徒の課題の焦点化、見えてきた課題を克服するための取組の具体

化、全校体制による取組の日常化を推進する中で、どのような「成果」と「課題」が見えてきたで

しょうか。学校全体で成果と課題の両面を整理し、来年度のスタートをスムーズに切るための準備

を合わせてお願いします。 

  

 

 

県教委作成の資料をぜひ御活用ください 
 県教委では、学力向上や授業改善に関する様々な資料を、義務教育課Ｗｅｂページで紹介・提供して

います。各学校における校内研修に効果的な資料がきっと見付かるはずです。ぜひ御活用ください。 


